
第１号様式（第11条、第13条、第１４条関係）

事業者排出最ｉ１ｌｌ減計画書（変更）
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ll1Miji数(１４１７人）
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ｌ該当する□には、し印を記入してください。特定ｲﾄﾞ難行以外で'４１１１参ljⅡされるﾘ櫟行(ﾉ)〃は、レ印の記入はｲ{典です。

２「蝉|ﾋｲ|ﾘ笠」とは計llJli11川１１１のＩｊｌｉｲIZ喚を、「'１標ｲ'二腱」とは荷l1HIi10111il(ﾉ)iii終ｲ|:痩をいいます｡

３「事災所等排111区分」とはﾊﾟ〔i川内(ﾉ)ﾘ`雌liJi等の』)l｢災il1ililjのためのエネルギー())I1lijllに('1いﾌﾞﾋﾞ化する１Ｍ室効果ガスを、「輪送'１〔i1ljj排IlIlX分」とはI21IiljI|〔jili送り;業行につい
ては仇)'１の本拠の位|ifを〕j(iilllIVlAlとするl1iiIlii(ﾉ)排|')するilMl窄効采ガスを、鉄道､)雌行については係ｲIする貨物jliiilljXは旅容ilii11Ijの排lllするiM寵効果ガスを、「その他|》１１１
区分」とは１２記以外のj;(liIll(jl）､1におけるしH難所等(ﾉ)&｝ｉｆ鷲１門Tljに伴い発化する温室効果ガスをいいます。

４「しi(lli位２１jたりのiM室効果ガス|ﾙｌｌＩＩｌ１等」の「111途１Ｋ分」には、○○]=場、１)l怖}】｢iなどの111途を記入してください。「1%1111位(ﾉ)Ifi標」には、分T2(ﾉ）に鹸化炭衆換算」（ﾉ）
下に分けとなる指標（'|ﾐ廠数鼠、延べ床miili、ﾉﾋ行Mli離等）を記入してください`』

５「特記事Ⅱ(」には、平成２ｲ|:度（１９９()ｲ|叩幻をＷＩｌｉとした排Ｉｌｌｌｔ(ﾉ)対比や行エネ製,V]|)１１発など他行のiM寵効果ガス排ＩｌＩｉ`iliId(への画I|i(、グリーン綱述の孫)'１，特定フI］
ンなどの条例脂疋外のiM窄効采ガス(ﾉ)|iII減などを記入してください『，

注

住所（法人にあって
は、］ﾐたる事務所の

所ｲl;地）
宇治市宇治琵琶３３

氏名（法人にあって
は、名称及び代表者

の氏名）
宇治市役所市長久保田勇

事業者の主たる
業種 行政

該当する事業音
要件

涼京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロ
リットル以上））

炉京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバスlOO台以｣二
／タクシー150台以上／鉄道車両150両以上）

旅京都府地球温暖化対策条例施行規1111第１０条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二鹸化炭
素に換算して3,000トン以上））

計画期間 ２０年４月～２３年３月

基本方針 平成２()年度よ')運１１Ｉする「宇治Ulj地球iM暖化対簸尖行iillllli（第３lUliil･lllli）」のlIi(り組みの徹llrを図ることで、１Ｍ室効果ガス排IlllitのiliIl減を[ｌ指す《，
具体的には省エネルギーの取り組みによる殖ノル部lliガス使１１１品のilIl減、エコドライブ等の推jlLによる公川Ⅱ|I燃料使II11iiのi1ill減、紙、水便)I11ilh
ご`７人の排Ｉｌｌ猯のiIilliliにすべての施設を>終げてllHり劇はⅢ

推進体制 環境企画課を事務局とする。各所属では所属長を中心として取り組みを推進する。

環境マネジメントシステム名称 ISOl4001：２００４ 

適用範囲 市庁舎、西館、議会棟

取得年月日 平成１４年２)］

年度ごとの具体
的な取組及び措
置の計画

年度

H2０ ～' 

H2０ ﾀﾞヘン

H2０ 〆、ジ

設備、対象、工程等

小・中学校、幼稚園

市道街灯

庁内パソコン

'計画「人 容

学校版環境ISOの取Ｉ)組みに』(づき、環境ボーナスIlil股(）)導入を行うなどして光熱ﾉkYWiI減を図ろ。

ＩＵＵｗの水鍬（灯Ｉユ、父煕Ⅱ『に1Ｗ11(ﾉﾉ1匹氏のﾉﾉ々のＪ'Ｋを(:｝た」2でＩＵＵｗ(ﾉﾉ水銀灯ｆⅡ聖i(ﾉ）インバーター八１１｣(兀灯い｢lYYiⅢﾉノ

郷]P１２分）１つ"えＴいく～Rli識(/)鰹Lｱ11譜｡:+勵陛でインパーダーTIF鮒升灯弄ｲﾄﾞ沖す詔へ

庁|ﾉ､]のパソコンをデスクトップからノートｌＩ１へ交換していく。

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

目標設定の考え方

基準年度（実績）
(19）年度

(-2鹸化炭素換算）

Ｆ１標年度（計画）
(22）年度

(二鹸化炭素換算）

増減率

(計画）

12,209.0ｔ ＩＬＯ08.0ｔ -9.8％ 

ｔ ｔ ％ 

216.0ｔ 207.0ｔ －４２％ 

＊］ １２４２５．０ｔ ＊２ １１２１５．０ｔ -9.7％ 

4i娑粭市地球1A|暖化対策ﾘﾐ行舟|仙１（第３期計､１１）に〕il;づく

＊宇始市では尖行『;|、iとの終合性をlxlるため、平1’１６１２年度の排１１}係数を使111しております。
そのため、宇治市発表の11,{室効】しガス排lllIil【と多少の篭が/'１じております。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

オフィス等
二酸化炭素換算

職員数(Ｍ１7人）

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

原単位の指標及び計画数値設定の考
え方

基準年度（実績） '三1標年度（計画） 増減率（計画）

8.769 7.915 -9.7％ 

、`・

'０ 

⑥〃

'q、

職員数を指標に用いることにより、－人・人のエコオフイス活動や設備の入れ替えの成
采を分かり易くした。計画数値は、実行計画に基づく。

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの
iLiI減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利)1｝

自然エネルギーを利用した電力又
は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における淵室効果ガス排出量
の削減効果分の購入

削減量等合計

'三1標年度（計画）

取組量等 (二樅化炭紫換算）

(薙MililiiIlj） hａ (吸収lii） ｔ 

(利１１１ １，Ｊ １ 口」■ろ１１｜ 域Ⅱ ｔ 

(光↑|］ kwll (ilﾘ減1ｉｔ） ｔ 

(熱供給 GＪ １ コ円８１暉威 ｔ 

入 kwｈ (iIjlI減
ヨ

ｔ 

人 ｔ (ｉ１ｊＩ減 ｔ 

－一一一一一一一一一一一 ＊：１ ｔ 

差引排出量

(排111合計一i'jlI減辱合計）

基準年度（実績）

＊１ 12,425.0ｔ 

目標年度（計画）
(*3)－(*3） ｌＬ215,0ｔ 

増減率（計画）

-9.7％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

エコファミリー事業、緑のカーテン事業、地域での講演会、小学生対象の環境講演会

特記事項


